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秦野市バイオマス産業都市構想の認定について

１ 選定委員会
令和６年12月20日（WEB:1名）及び令和７年１月15日（対面:5名）、農林水産省本館において選定委員会が開催

され、本市の構想策定に係るプレゼンテーションを行った。

２ 選定結果について
審議の結果、「推薦」の決定を受けたため、関係府省への政務報告の後、正式に「認定」される見込み。

３ 主な質疑と意見
（1） Ｑ：林業の雇用拡大への取組みは。

Ａ：特に重要な取組みに位置付けているのが「林業の活性化」である。事業化プロジェクトを通じ、秦野産
木材の製品利用、あるいは未利用材の利用促進によって雇用の拡大を図るとともに、森林資源の好循環
サイクルがもたらすCO2の貯留・固定化を進めていきたい。

（2） 下水汚泥の有効活用について（意見のみ）
今後、人口動態等により、下水汚泥を増やしていくことが困難な一方、汚泥に含まれる有機物を残す新技術

は開発されているので、有機バイオマス活用の観点から検討を進めていってほしい。

４ 認定授与式
本年３月上旬を目途に、農林水産副大臣より認定証が授与される予定。
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